
　今から1800 年前、神功皇后が住吉大社に神田を設け、
長門国（現在の山口県）から植女を召して御田植奉仕をさ
せたことにはじまる御田植神事（重要無形民俗文化財）。
御田に設えた中央舞台で、御稔女（みとしめ）による神田
代舞（みとしろまい）や、田の周囲で無形文化財の住吉踊
りなどが奉納され、多くの参拝者が見入っていました。植
え付けられた苗には、強力な穀霊が宿るといわれ、秋に
収穫されると神前に供えられます。この神事は明治維新

に際して廃絶の危機に遭遇しましたが、大阪新町廓の芸
妓が植女となって廃絶の危機を救いました。現在は関西・
大阪 21 世紀協会（上方文化芸能運営委員会）などが、大
阪の誇るべき伝統文化・神事芸能として支援しています。

御食国（みけつくに）
　古代から朝廷に「御贄（みにえ）」として魚介類を納めた国
のことで、万葉集には若狭国、志摩国、淡路国が御食国と
詠われています。もちろん宮廷が関西にあったためですが、い
ずれも九頭竜川や木曽三川、淀川などの一級河川が注ぐ好
漁場でした。また、平城京跡から出土した木簡の中に御贄を
送る際につけた荷札が発見されていることも、御食国の根拠
です。ちなみに平城京の木簡には「若狭國 遠敷郡青里 御
贄 多比鮓 壹かく」（若狭国の鯛の寿司を献上した）という荷
札が見つかっています。鯛一つとっても木簡には鯛、多比、タ
ヒなど様々な表現がありました。保存食として寿司の存在を
示す最古の資料であることから若狭高浜は寿司発祥の地と
名乗り上げましたが、何しろ天皇に献上する食材ですから、
品質や味には最大の配慮がなされたと思います。このように
釣り文化は食文化とともに発展してきたといえるでしょう。

古代の「大阪市民」は漁民
　古代より大阪湾南岸一帯は「ちぬ（茅淳）の海」と呼ばれ
ていました。茅渟は和泉国あたりの古称、茅（かや）の生えた
野を意味します。本居宣長の「古事記伝」には、クロダイは

「ちぬの海」の名産物であったことから、魚名に「ちぬ」という
地方名がついたとされています。「なにわ」の語源は、魚がた
くさんいる魚の庭とかいて「魚庭（なにわ）」という説もあり、現
在でも大阪湾には食用とされる魚介類だけで約230種が
確認されています。淀川や大和川などの河川から豊富な栄
養分が流れ込み、さらに、明石、紀淡というふたつの海峡が
あるため、海水が循環し、様々な暖流系の魚が豊穣な瀬戸
内海へ入ってきました。
　司馬遼太郎氏は『大阪の原形』という短編の中で古代大
阪を次のように記しています。“四天王寺が造営（593年）さ
れたころに、もし「大阪市民」の先祖がいたとすれば、それは
恐らく漁民であった。古代の淀川河口、大阪湾一円には多く
の漁民が住み、古代のことばで「あま」と呼ばれた。漢字では

「海人」とか「白水郎（はくすいろう）」と書き、そのグループを
海人部（あまべ）・海部（あまべ）と書いた。漁の仕方は、網
で魚をとらえるだけでなく、海にもぐってモリで魚を突き、貝をと
り、また海藻を採った。海藻をとるのは、それを焼いて塩をとる

ためである。三世紀に編纂された中国の史書『魏志』の「倭
人伝」に古代日本人の特徴として「倭ノ水人、好ク沈没シテ
魚ヲ捕フ」と書かれている。中国人は決して水にもぐることを
しないから、この「沈没して」というあたりに、驚異がこめられて
いる。古代の大阪湾は、漁場として偉大だった。古代から近
世にいたるまで、沿岸漁業の技術の蓄積と進歩を生んだ海
である。とくに河内（大阪市の郊外）や大和（奈良県）に所在
した宮廷のために、海人は魚や貝をとり、塩をつくった。このた
め淡路島をふくめて、宮廷の直轄の漁師ということになって
いた。住吉大社の祭神は海と海底をつかさどる神であり、か
れら漁師たちが、自分たちの神であるとして崇敬していた”と。

紀州釣りは千葉へ
　そんな豊饒の海だから、大阪湾の漁業の歴史は縄文時
代にさかのぼります。また、中世には日本の漁業の中心地と
して、優れた漁労技術が房総半島や対馬に伝えられました。
和歌山県雑賀崎の漁師が東に釣り進むうちに、紀伊半島と
よく似た形状の半島を発見、そこが房総半島です。大原には
マダイの紀州ビシマ釣りが伝わり、独自の発達を遂げました。
白浜や勝浦という地名が付けられたのも偶然ではありませ
ん。あわせて、湯浅の醤油文化が銚子や野田に伝来したの
です。このように関西の釣りと食の文化が、密接に絡んで各
地に伝わっていきました。

　天空の「天の川」を地上の川で再現する、市民参加イ
ベント。第 8 回の今年は、天満橋～天神橋一帯の大川に
約4万個の「いのり星®」（LEDの光球）が放流されました。
主会場の八軒家浜船着場では、オペラ歌手の増田いず
みさんたちによる七夕コンサートが開催され、美しい
音楽とともに約 6 万人が幻想的な光景を楽しみました。
七夕限定メニューなどを販売するグルメブースも設置。
天 満 橋 発 祥 の「天 の 川カクテル（BAR CADBOLL）」や

「天の川☆スタードーナツ（ルポ
ンドシエル）」などが人気でした。

　古事記や日本書紀にも記載される「狭山池（大阪狭山
市）」は、今から1400年前の7世紀初めに築造されました。
現在は国の史跡に指定されています。参加者は、現地の
見学と併せ、狭山池の土木遺産を保存・展示している狭

山池博物館を訪れ、古代人の治水に対する思いや、かん
がい、土地開発の技術力を見学しました。

　1979（昭和 54）年に 55 年ぶりに復活し、毎年 7月の
大歌舞伎公演の前触れとして水都大阪の風物詩と
なった「歌舞伎船乗り込み」。今年は中村芝雀さんの

「五代目中村雀右衛門」襲名披露ともなり、東西の豪華
な顔ぶれが勢揃いしました。八軒家浜（大川）を出て
戎橋（道頓堀川）に着くと、河畔から「京屋！（雀右衛門
さんの屋号）」のかけ声が飛び、雀右衛門さんが手を
振って応えていました。七月大歌舞伎は「関西歌舞伎
を愛する会」が取り組んでおり、関西・大阪 21 世紀協
会はその世話人を務めています。

　関西には日本文化の中でも先駆的な役割を果たしてきた文化がたくさんあります。釣りもその
一つですが、様 な々情報が東京から発信されるので、いつしか関西人もそうした事実を見失って
きました。（株）シマノのソルトルアーフィッシングのアドバイザーで、当協会の専務理事 佐 木々 洋三
が関西の釣り文化を様 な々視点から探っていきます。

神田代舞を奉納する御稔女役
の安田千尋さん（高校生）。

御田植風景

大川に浮かぶ「いのり星®」

増田いずみさん（中央）たちによる
七夕コンサート

ボランティアガイドの説明を受ける参加者（狭山池博物館）

戎橋（とんぼりリバーウォーク）にて
中村雀右衛門さん

（関西・大阪21世紀協会にて）

古代から漁民たちが崇めた住吉大社
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住吉大社御田植神事
6月14日／住吉大社（大阪市住吉区）

平成OSAKA天の川伝説

日本最古のダム式ため池「狭山池」

7月7日／天満橋～天神橋一帯の大川
主催：（一社）おしてるなにわ
共催：（公財）関西・大阪21世紀協会

南大阪・上町台地フォーラム

3月29日／大阪府立狭山池博物館（大阪狭山市）
主催：（公財）関西・大阪21世紀協会

七月大歌舞伎「船乗り込み」
五代目中村雀右衛門襲名披露

6月29日／大川（八軒家浜）～道頓堀川（戎橋）
関西歌舞伎を愛する会、株式会社松竹座

伝 統と創 造伝 統と創 造

発 掘と発 信発 掘と発 信

関西・大阪 21 世紀協会は、「交流と助成」「伝統と創造」「発掘と発信」の 3 つを事業の柱としています。
ここではそのなかのいくつかをご報告します。
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